
都市整備部 住宅まちづくり課

【案件第5号】
■⻘森駅周辺地区における高次な都市機能
の集積による住環境整備

（令和元年度〜令和5年度）

【案件第6号】
■⻘森駅周辺地区（中新町⼭⼿地区）
における高次な都市機能の集積による
住環境整備

（令和元年度〜令和5年度）

社会資本総合整備計画 事後評価
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これまでの市街地再開発事業等の実施地区

①⻘森駅前第一地区
（平成18年竣⼯）

②⻘森駅前第二地区
（平成13年竣⼯）

③中新町ウエスト地区
（平成26年竣⼯）

④中新町センター地区
（平成26年竣⼯）

⑤古川一丁目12番地区
（平成29年竣⼯）

⑥新町一丁目地区
（Ｒ元〜Ｒ4）
（令和4年竣⼯）

⑦中新町山手地区
（Ｒ元〜Ｒ5）
（令和5年竣⼯）

⑦中新町山手地区
⑥新町一丁目地区
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市街地再開発事業の概要

⼟地の合理的かつ健全な⾼度利⽤と
都市機能の更新を図る

駅前空間が
未整備

⼟地が有効利⽤
されていない
低未利⽤地の点在

道路、
公園等が
未整備 ⽼朽化した⽊造

狭小建築物が密集

良好な都市型
住宅の供給

駅前広場、
幹線道路、
公園整備

公益的施設
の⽴地

快適な
歩⾏者空間の創出

市街地再開発事業
の実施
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社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
等

法令に基づく再開
発手法

市街地再開発事業（都市再開発法） 防災街区整備事業（密集法）
住宅街区整備事業（⼤都市法）

任意の再開発手法 暮らし・にぎわい再生事業【中心市街地対策】※1 優良建築物等整備事業※1

再開発⽀援制度 都市再開発⽀援事業・基本計画等作成等事業【初動期⽀援】※1
防災・省エネまちづくり緊急促進事業※1 都市･地域再生緊急促進事業
災害時拠点強靭化緊急促進事業※2

再開発関連制度 集約都市開発⽀援事業 都市構造再編集中⽀援事※2
都市再生整備計画事業（旧まちづくり交付金） 都市再生総合整備事業
地域住宅計画に基づく事業（旧地域住宅交付金） バリアフリー環境整備促進事※1
国際競争拠点都市整備事業※2 住宅市街地総合整備事業※1
住宅・建築物安全ストック形成事業 狭あい道路整備等促進事業
地域生活拠点型再開発事業（スマートウェルネス住宅等事業）※2

そ
の
他

⽀
援

公的融資 市街地再開発事業等資金融資（都市開発資金） 住宅金融⽀援機構融資
税制特例 特定⺠間再開発事業
その他 都市再生街区基本調査（⼟地活⽤促進調査）

※1 社会資本整備総合交付金に移⾏しない、 地方公共団体以外を対象とした補助事業あり
※2 補助事業

再開発⼿法の体系
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計画の名称 ⻘森駅周辺地区における⾼次な都市機能の集積による
住環境整備

計画の期間 令和元年度〜令和5年度

計画の目標

⻘森駅周辺地区は、商業、医療、業務、都心居住、
交流などの都市機能が集積しているが、⽼朽化した
建物、空地、中小小売店舗等の共同化・集約化などが
課題となっている。
優良建築物等整備事業などの国の⽀援等を活⽤
しながら、⾼次な都市機能の集積を図り、良好な
居住環境の形成を目指す。

計画の成果目標
近年減少傾向にある⻘森駅周辺地区の歩⾏者数に
⻭⽌めを掛ける。
居住誘導区域への居住を促進することにより、人口
減少下においても、一定以上の人口密度を維持する。

基幹事業 イ-16 住環境整備事業
・新町一丁目地区優良建築物等整備事業

【案件第５号】社会資本総合整備計画の概要
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当地区は⻘森駅周辺の昭和通りとニコニコ通りの
交差点に位置し、⽼朽化の著しい⼤規模小売店舗と
飲食店舗、空地で構成されており、共同化・集約化
により、魅⼒的な商業施設と集合住宅による複合
施設と駐⾞場を一体的・効率的に整備し、歩⾏者
空間の環境改善、来街者の回遊性を⾼め、良好な
市街地環境の形成を図る事業である。
※優良再開発型（市街地環境形成タイプ）

新町⼀丁目地区優良建築物等整備事業

施⾏者 新町街づくり株式会社

所在地 ⻘森県⻘森市新町一丁目

面積 約0.7ha

整備内容

延べ面積 約24,280㎡
・店舗・住宅棟
延べ面積︓約16,954㎡

鉄筋コンクリート造、鉄骨造地上14階、地下1階
主な⽤途︓店舗、分譲住宅

・店舗・駐⾞場棟
延べ面積︓約7,325㎡ 鉄骨造地上5階
主な⽤途︓店舗、駐⾞場
住宅⼾数 85⼾

事業期間 令和元年度〜令和4年度

事業費 約88億円 （補助金 1,505,000千円、国費 752,500千円）

配置図

断面図
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外観写真

店舗・住宅棟 駐⾞場棟
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竣工後の上空からの写真
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従前の写真

⽊造住宅

旧中三デパート
（⽼朽化・耐震性能に課題）
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計画の名称 ⻘森駅周辺地区（中新町山手地区）における
⾼次な都市機能の集積による住環境整備

計画の期間 令和元年度〜令和５年度

計画の目標

⻘森駅周辺地区は、商業、医療、業務、都心居住、交流
などの都市機能が集積しているが、⽼朽化した建物、空
地、中小小売店舗等の共同化・集約化などが課題となっ
ている。
市街地再開発事業などの国の⽀援等を活⽤しながら、⾼
次な都市機能の集積を図り、良好な居住環境の形成を目
指す。

計画の成果目標
近年減少傾向にある⻘森駅周辺地区の歩⾏者数に⻭⽌め
を掛ける。
居住誘導区域への居住を促進することにより、人口減少
下においても、一定以上の人口密度を維持する。

基幹事業
イ-16 住環境整備事業
中新町山手地区第一種市街地再開発事業
中新町山手地区防災・省エネまちづくり緊急促進事業

【案件第6号】社会資本総合整備計画の概要
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社会資本整備総合交付金等 内容 国費率
市街地再開発事業
都市局︓ 市街地整備
住宅局︓ 住環境整備

施設建築物及びその敷地の整備に要する費⽤の一部
１）調査設計計画費

（事業計画作成費、地盤調査費、建築設計費、
権利変換計画作成費）

２）⼟地整備費
（建築物除却費、整地費、仮設店舗等設置費、補償費等）

３）共同施設整備費 等

1/3

12

市街地再開発事業
■交付対象要件
①施⾏区域⾯積
《住宅局所管事業》
・組合・再開発会社施⾏は、原則5,000㎡以上
（一定の要件に該当すれば1,000㎡以上）
・個人、都市機構、公社施⾏は1,000㎡以上

②市街地再開発事業の都市計画決定済み（⼜は年度内決定が確実）

③法律により国の関与が政策上位置づけられる事業等
都市再開発法の市街地の再開発を促進すべき地区（2項地区・2号地区）、
都市再生特別措置法の都市再生緊急整備地域
都市機能誘導区域内であって鉄道駅等から一定の範囲内の地域
など

④交付対象となる住宅の共⽤廊下等が⼀定のバリアフリー基準を満たすこと



都市整備部 住宅まちづくり課

13



都市整備部 住宅まちづくり課

当地区は⻘森駅周辺の新町通りに面する位置にあり、
⽼朽化した中小小売店舗や飲食店舗、事務所等を共同化・
集約化し、⼟地利⽤の⾼度化を図ることにより、魅⼒的
な商業空間を形成するとともに事務所やホテル、集合住宅
を整備する。また、南北へ通り抜けが可能な通路を設ける
ことで、来街者の回遊性を⾼め、周辺の既存ストック
（善知鳥神社、県営駐⾞場等）との連携により、面的な
活性化効果を促す事業である。

中新町⼭⼿地区第⼀種市街地再開発事業

施⾏者 中新町山手地区第一種市街地再開発組合

所在地 ⻘森県⻘森市新町二丁目

面積 約0.5ha

整備内容

延べ面積 約21,150㎡
・ウエスト棟
延べ面積︓約10,500㎡

鉄骨造、地上13階
主な⽤途︓店舗、事務所、ホテル、駐⾞場

・センター棟
延べ面積︓約10,650㎡ 鉄筋コンクリート造、地上18階
主な⽤途︓店舗、共同住宅、駐⾞場
住宅⼾数 82⼾

事業期間 令和元年度〜令和5年度

事業費 約93億円 （補助金 3,496,400千円、国費 1,820,700千円）
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完成外観写真
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従前の写真

地区内に一部、⽊造住宅・非耐⽕建造物
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目標値の達成状況（両計画共通）
定量的指標の定義及び算定式 当初現況値 最終目標値 最終実績値

Ｈ３０ Ｒ５ Ｒ５

■近年減少傾向にある⻘森駅周辺
地区の歩⾏者数に⻭⽌めを掛ける。

・事業実施地区を中心に半径３００ｍ
以内の４地点における歩⾏者通⾏量
の合計

15,768人/日 15,768人/日 12,792人/日

■居住誘導区域への居住を促進する
ことにより、人口減少下においても、
一定以上の人口密度を維持する。

・居住誘導区域内の１ha当たりの
居住人口密度を調査する。

52人/ｈａ 50人/ｈａ 49人/ｈａ
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今後の方針
・令和６年度より、社会資本総合整備計画
「⻘森駅周辺地区（旧⻘森国際ホテル跡地地区）における
⾼次な都市機能の集積による住環境整備」
を実施中。
対象期間︓令和６年度〜令和１０年度

引き続き、上記整備計画に基づく事業を実施、継続していく。
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